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申 込

開催日時

５月２６日(月)
令和７年度 Astemo(株)技術ニーズ説明会

～Astemo(株)の紹介と技術動向、製品ニーズと技術について～
協賛:Astemo株式会社

参加方法
会場

埼玉県産業振興公社ではAstemo(株)向け展示商談会開催を予定しております。それに先立ち
Astemo(株)が必要としている技術ニーズ説明会を開催します。
Astemo（株）は、高い品質基準と技術力を持つ自動車部品メーカーで、世界中の自動車メーカーに
部品を提供しています。
この度、Astemo（株）から、県内企業や公社モビリティ部会会員企業の皆様を対象として、新技術・
新工法、新製品を提案する機会をいただきました。Astemo（株）からの新規受注獲得の大きなチャン
スですので、是非、この技術ニーズ説明会にご参加いただき、皆様のものづくり技術の御提案にお役立てく
ださい。

２０２５年５月２６日（月） １３:３０～１５:３０
1.対面開催（定員５０名）
新都心ビジネス交流プラザ 4F 会議室A
（さいたま市中央区上落合2-3-2）

2.Ｚｏｏｍによるオンライン開催（定員４００名）
講演① 「サステナブルモビリテイ社会に向けた環境

・安全技術開発の取り組み」
Astemo株式会社 技術開発統括本部
チーフエンジニア
テクニカルストラテジーリード兼 R＆D戦略室
（博士（工学）機械学会フェロー） 野木 利治氏

講演② 「ICE（含むHEV）存続の可能性～一考察～」
Astemo株式会社
コーポレートオフィサー
車両ビジネス事業部
ICEビジネスユニット 副ビジネスユニット⾧
クロスリージョン＆ジャパンリージョンビジネスユニット
リージョナルビジネスユニット⾧ 藤田 貴也氏

県内自動車関連企業等
無料
下記URLまたはQRコードよりお申込み下さい。
https://forms.gle/dyG1DMyFHhw9yLVh7
※申込み期限:令和7年５月１９日（月）16:00まで

主催 公益財団法人埼玉県産業振興公社

「令和７年度CASE対応に向けた自動車部品サプライヤー事業転換支援事業」（経済産業省事業）
公益財団法人 埼玉県産業振興公社主催セミナー



本説明会参加申込みにかかる個人情報は、共催者間で共有させていただきます。また、本申込みに記載された個人情報は、

本説明会の運営の他、共催者からのご案内に利用させていただきます。なお、利用目的の全文など個人情報の取り扱いにつ

いては、ホームページをご覧ください。
 埼玉県産業振興公社 : https://www.saitama-j.or.jp/kojinjoho/

[説明会全般に関するお問合せ]
（公財）埼玉県産業振興公社
新産業振興部 技術開発支援G
さいたま市中央区上落合2-3-2
新都心ビジネス交流プラザ3F
TEL   :048(711)6870
E-MAIL: jidosha@saitama-j.or.jp 

お問合せ先

当日の聴講方法

ご視聴においての注意事項
 Zoom約款に同意し、事前にアプリをダウンロードしていただく必要がございます。
 インターネットは、Wi-Fi環境をおすすめいたします。接続にかかる通信費用はお客さまの負担となります。
 説明会内容の録音・録画・複製等２次利用を禁止いたします。不正アクセスを禁止いたします。

受付後のご連絡
 対面参加の方には登録いただいたメールアドレスに来場

のご案内を前日までにお送りします。

 オンライン参加の方には登録いただいたメールアドレスに
「視聴 ＵＲＬ」を前日までにお送りします。

プログラム

個人情報の取り扱い

 対面参加の方：説明会会場にお越しください。説明会開始
１５分前から受付開始です。

 オンライン参加の方：Zoomウエビナーにアクセスしてご聴講
ください。説明会開始１５分前からアクセス可能です。

講演② ICE（含むHEV）存続の可能性～一考察～
【14:30-15:30】

講演① サステナブルモビリテイ社会に向けた環境
・安全技術開発の取り組み 【13:30-14:30】

【講師】 Astemo株式会社 技術開発統括本部
チーフエンジニア
テクニカルストラテジーリード兼 R＆D戦略室
（博士（工学） 機械学会フェロー） 野木 利治氏

【概要】 Astemo（株）の会社概要及び環境・安全技術開発に関する最近の取り組み状
況として、SDV化における自動車の進化を加速させるオンボードのコンピューティ
ングとバックエンドのソリューションからなるIoV プラットフォーム、xEV、AD/ADAS、
先進シャシー及びこれらを連携したクロスドメイン統合制御技術などを紹介します。

【略歴】 （株）日立製作所 日立研究所にて自動車分野に関する研究開発、鉄道、組込み
ソフトウエアに関する研究マネジメント、社会インフラシステム、デバイス、材料分
野の研究開発戦略策定に従事。Astemo（株）にて、環境・安全分野を中心に先
行開発、製品化及び技術開発戦略策定に従事。

【講師】 Astemo株式会社
コーポレートオフィサー
車両ビジネス事業部
ICEビジネスユニット 副ビジネスユニット長
クロスリージョン＆ジャパンリージョンビジネスユニット
リージョナルビジネスユニット長 藤田 貴也氏

【概要】 自動車業界は100年に一度と言われる大きな変換期を向かえ、特に中国カーOEM
の電気自動車への移行は驚くべきスピードで進みました。ただし、ここ1年世の中
の動向に変化が見られ始めました。電気自動車への移行スピードが鈍化し、その
一方でICEの新たな価値が求められる様になりつつあります。地球温暖化回避の
ためには、電気自動車の発展のみでなく、ICEも含めた色々な方策が必要になる
と思います。ICEの存続の可能性をご紹介します。

【略歴】 日産自動車（株）にて、新エンジン開発業務に従事。主に部品、システム開発
その後、Astemo（株）（旧 日立オートモティブシステムズ）にて、x EV、ICE部品、
システム開発に従事。


